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国の補助事業による農地基盤整備事業（ほ場整備事業）の実施について、日和田町東原地区基 

盤整備準備委員会の石澤智雄委員長と、中田町中津川地区基盤整備準備委員会の滝田一好委員長

から、事業の実施に関する要望書が提出されます。 

 

１ 日 時  ５月２８日(水) 13：00 

２ 会 場  市役所秘書課応接室（本庁舎２階） 

３ 訪問者  日和田町東原地区基盤整備準備委員会 

委員長 石澤 智雄 

          中田町中津川地区基盤整備準備委員会 

           委員長 滝田 一好 

４ 応対者  郡山市長 

       農商工部長 

         

   ＜農地基盤整備事業（ほ場整備事業）＞ 

     土地改良法に基づき、不整形な農地の区画整理や小区画の農地の区画拡大、農道・水路 

の整備など、地域全体の一体的な農地整備を実施し、生産効率を高め競争力のある「攻め 

の農業」の実現を図る事業。 

     国の補助金により県営事業として実施されており、令和７年度時点における市内での農地 

基盤整備事業の実施状況は、 

      事業実施中    ２地区（三穂田北部、三穂田中部） 

      事業採択待ち   ３地区（三穂田南部、熱海町石筵、喜久田町北原） 

      事前調査採択待ち １地区（喜久田町西堀之内） 

     日和田町東原、中田町中津川の２地区については、事前調査事業の採択について市から 

福島県へ申請を予定。 

＜要望地区＞ 

    ・日和田町東原地区 地区面積 41.1ha（うち水田 29.2ha、畑 5.8ha） 

 地権者 106 名 概算事業費約 10 億円 

    ・中田町中津川地区 地区面積 46.4ha（うち水田 33.7ha、畑 5.7ha） 

              地権者 105 名 概算事業費約 12 億円 

農業の持続的な発展を目指して 

農地基盤整備事業（ほ場整備事業）の 

実施について要望書が提出されます 

ターゲット ２．４ 

2025 年 5 月 26 日 

郡山市農商工部 

農林基盤整備課 

課長 伊藤 慎一 

TEL：924－3928 

SDGｓ ターゲット 2.4 「2030 年までに、生産性を向上させ、生産量を増やし、生態系を維持し、気候変動や極端な気象現象、干ばつ、 
洪水及びその他の災害に対する適応能力を向上させ、漸進的に土地と土壌の質を改善させるような、持続可能な食料生産システムを確保し、
強靭（レジリエント）な農業を実践する。」 


